
瀬戸内海航路図屏風 
（部分 大阪城天守閣蔵） 

伊万里大皿（兵庫津遺跡出土） 
神戸市教育委員会蔵 

平成 28 年度秋の特別展 

「江戸時代の兵庫津」のみどころ 

古代には「大輪田泊」と呼ばれた兵庫津は、中世から近世には国際貿易港あるいは国内流通の

主要港として重要な役割を果たしました。特に江戸時代には、国内有数の港湾都市に発展し、18
世紀中頃以降は約２万人が暮らしました。 

この展覧会は、江戸時代の兵庫津の繁栄ぶりや人々の暮らしについて、絵画や絵図、文書資料

をはじめ、近年の発掘調査で出土した考古資料をとおして紹介しようとするものです。 
会 期 平成 28年 10 月８日（土）～平成 28年 12 月４日（日） 

主 催 兵庫県立考古博物館 

後 援 兵庫県 兵庫県教育委員会  

協 力 船の科学館「海の学び ミュージアムサポート」 

神戸海洋博物館 神戸大学海事博物館  

山陽電気鉄道株式会社 ひょうご考古楽倶楽部 

「瀬戸内海航路図屏風」（大阪城天守閣蔵）など約 140 点を展示。 

《特におすすめの展示品》 

◎江戸時代の兵庫津で暮らした人びと 

人口２万人を擁した港町兵庫津の支配のあり方や町の運営などがど 

のようなものだったかを紹介します。また、近年の発掘調査で出土し 

た考古資料をとおして人びとの暮らしを見ます。 

主な展示品：兵庫陣屋絵図（神戸市立博物館蔵）・柳原惣門推定 

復元模型（西嶋設計蔵）・伊万里大皿（神戸市教育委員会蔵）など。 

◎兵庫津の商人や北前船などの活躍、海外交流の拠点兵庫津 

18 世紀末には北前船による交易によって巨額の富を得て、兵 

庫津最大豪商となった北風家や高田屋嘉兵衛が活躍しました。 

また、朝鮮通信使やオランダ商館長一行の宿泊地となりました。 

主な展示品：北前船「天昭丸」模型（神戸大学海事博物館蔵）・朝鮮 

通信使饗応料理模型（たつの市立室津海駅館蔵）など。 

◆ 講演会（無料） 
１０月１５日（土） 髙久智広（神戸市立博物館事業係長） 
          「江戸時代の兵庫津」 
１０月２２日（土） 内藤俊哉（神戸市埋蔵文化財センター学芸員） 

      「発掘調査で見えてきた港町・兵庫津」 
１１月１２日（土） 松木 哲（神戸商船大学名誉教授） 
          「北前船の盛衰」 
１１月１９日（土） 大国正美（神戸深江生活文化史料館長） 
          「城下町から港町へ―変わる近世兵庫津とその周辺」 

◆ 特別展を観覧して神戸港をクルージングしよう！（無料、ただし要観覧券） 
１０月２３日（日）  講師：当館学芸員 

  特別展を観覧した方で希望者先着 120 人限定、90分間神戸港をクルージング  

◆ 落語会－兵庫津や船にゆかりの落語を楽しむ－（協力：米朝事務所）（無料、ただし要観覧券） 
１１月１３日（日）  演目・演者：「兵庫船」桂ひろば、「三十石夢の通い路」桂まん我 

◆ 遺跡ウォーク「江戸時代の兵庫津を歩く」（参加費：200 円 定員 20 名） 
１１月２７日（日）  当館ボランティアが、兵庫駅周辺をご案内します。 

その他 １０月２９日（土）／１１月２６日（土）ペーパークラフトで「カーフェリーをつくろう！」（無料） 
※詳細はチラシをごらんください。 

問い合わせ：兵庫県立考古博物館 学芸課 担当：松井良祐（まついりょうすけ） 

ＴＥＬ ０７９－４３７－５５６２（学芸課直通） 






